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事 業 名 内 容 説 明 

1.財政運営（起債）につ

いて 

 

 

2.農業政策（新規就農者

支援）について 

令和 5 年度末起債残高は 206 億 2 千 9 百万円余となっている。年間借入額の上限を約 20 億円としているが、今後、大型

事業が目白押しのなか起債額が多くなる可能性がある。このことを踏まえ後年度に負担にならないよう財政運営の健全化

を望む。 

 

農家世帯数と経営耕地面積の推移は年々減少している。耕作放棄地や遊休地も増える中、農業の後継者や新規就農者を支

援し人材の確保・養成が急務となっている。国（農林水産省）は新規就農者支援として、経営開始資金を 49 歳以下に対

し、新規就農後に 3年間、年間 150万円を経営開始資金として、市を経由して助成している。本市においても次世代を担

う農業者となることを志す者に対し、魅力ある助成制度を確立し、将来的には移住定住促進につながる取り組みを望む。 

 


